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平成 29年度タウンミーティング会議録  

 

期    日   平成 29年 6月 15日 (木 ) 14： 00～  

会    場   大洗町文化センター  大会議室  

対 象 者   子育て・青少年健全育成、交通・防犯関係  

（社会教育委員会・青少年相談員・防犯連絡員協議会・安協・女ネット・こ

すもすくーる・安管・大洗小学区コミュニティ委員会・ひじり保育園・ひじ

り保育園保護者会・ PTA・祝町幼稚園・子ども会育成連合会・かもめ保育

園・恵泉保育園・第一保育所・南中学地委員）  

町 執 行 部 町長，教育長，参事，町長公室長，まちづくり推進課長，まち

づくり推進課専門担当主査，こども課長，学校教育課長  

出  席   者    39名  

 

町民：  ・おおあらい学童の指導員の人数を知りたい。  

 

こども課長：  

・児童の人数は 125名。指導員は全員で 15名いる。毎日 5名の指導  

員で対応している。  

 

町民：  ・今年、自分の娘がひじり保育園を卒園しておおあらい学童に入っ

ていた。友達と遊んでいて怪我をした。その時学童からは一切連

絡が無く、指導員の方も分からない状況。  

・児童の人数に対して指導員の人数が少ないと思うが町として対策

は無いのか。  

 

こども課長：  

・怪我をした話は聞いている。担当に指導するように話をした。  

・人員を確保するため、ハローワークに募集をかけて指導員を増や

す方向で展開している。  

 

町長：  ・実態を調査し適切に対応していく。  

 

町民：  ・旧町営プールがあった場所に設置した階段を上がりきった所で、

登校時に小学生と自転車の中学生がぶつかりそうで危ない。事故

が起こる前に安全対策をお願いしたい。  

 

学校教育課長：  

・危険だという状況は確認している。通学路の合同点検でもとりあ

げており、学校を通して児童にも指導している。  
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町民：  ・指導はしていただいているが、歩道を広げるとか自転車専用通路

を作る等工夫をして欲しい。  

 

学校教育課長：  

    ・道路改良については、国の管理になるので再度話をしていく。  

 

都市建課長：  

    ・国と調整し、可能な対策を実施していきたい。  

 

町長：  ・南小付近の歩道整備（大洗友部線）については、県が事業を実施

している。出来るだけ早く歩道が整備されるよう、強く要望して

いきたい。  

 

町民：  ①旧町営プールがあった場所に設置した階段が急。  

②歩道橋が滑りやすい。  

 

町長：  ①教育委員会の話を聞くと、登校時は階段を使うが下校時はほとん

ど使わず、水戸鉾田佐原線（旧大貫道路）を通っている。側溝の

上にグリーンベルトを設置するなど安全を確保する方法を検討し

ていきたい。  

 

都市建課長：  

②歩道橋は国が管理している。国に要望していく。  

 

町民：  ・現在、通学路において立哨活動をしているが保護者の負担が大き

い。保護者の負担を軽減するため登校時の 1時間だけ警備員を配

置して欲しい。  

 

町長：  ・安全対策を詰めていきたい。  

 

町民：  ①祝町幼稚園園舎の改築の進め方について教えて欲しい。  

②保育の充実を図っていくつもりはあるのか教えて欲しい。  

 

学校教育課長：  

①南小中学校の体育館の建設が終わり次第進めていく。  

 

学校教育長：  

①現在の園舎では耐震基準を満たしていないので、今の園舎を改築  

するのではなく新しい形で対応を検討している。  

②課題については 3・ 4年前から検討している。現在、出生率が減少  
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しているため、大洗町の中で沢山の認定保育園を作っても経営、

運営面でも大変だと思うので、私立の保育園保育所に認定保育園

の方はお願いする方向で進めていく。預かり保育、 3年保育を開

設した際に、町全体として幼児教育の対象人数や運営方法に課題

があるので、今までどおりの終園時間で運営していきたいと思う。  

 

町民：  ①自主防災組織を作るうえで、若い人が町内会を抜ける、アパート

に入っている方も町内会に入らない。町としてこれに対してどの

ように考えているか。  

②登校時、子ども会に入っていない子供が 1・ 2人で歩いてくる。ば

らばらだと防犯面でも危ないので、子ども会に入っていない子供

も一緒に登校できないのか。  

③朝学校に子供を送ってくる親が多い。駐車場の出入口が混雑し登

校してくる子供が危ない。これに対し教育委員会ではどう考えて

いるか。  

④おおあらい学童・りんりんくらぶの先生の人数が足りないと思う。

増員して欲しい。  

 

生活環境課長：  

①町内会に入っていない方も自主防災組織の対象にということは難

しいと思うが、防災の面からも広く組織の中に含めていただきた

い。町としては転入者に町内会に入 会するようお願いをしている。  

 

町長：  ①広域避難計画に基づき、避難する際に町内会で人数等を把握する

ためにも自主防災組織への参加をお願いしたい。  

 

学校教育長：  

②原則は集団登校。子ども会に入っているいないにかかわらず、一

緒に登校することに対して学校では制限はしていない。安全に登

校できるよう指導していく。  

③原則徒歩で登校をお願いしている。引き続き協力をお願いしてい

く。  

④課の方で再度検討したい。  

 

町民：  ・町道 8-204号線の交差点で一時停止を守らない車が多い。信号機

を設置して欲しい。  

 

町長：  ・警察に要望している。出来るだけ早く設置できるようにしたい。  

 

町民：  ①財政力指数の推移はどうなっているのか。  
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②小学校 2校あるが入学説明会、運動会のやり方や招待者を統一  

して欲しい。  

③祝町幼稚園の建て替えの話を聞いていない。まずは子供子育て会

     議にかけてから話を出して欲しい。  

④町の総合計画の中に保育士の確保とあるが、町としてどういう施  

策をおこなって保育士の確保を行うか教えて欲しい。  

 

まちづくり推進課長：  

①直近の数字では 0.723%で県内の平均値より少し上。今後、人口  

減を見据えて将来に負担を残さない財政運営を行っていきたい。  

 

町長：  ①高いときで 0.9％近くまでいったときがある。大洗町の自主財源

として原子力研究施設が 7割を占めているので、償却の関係で左

右される。  

 

学校教育長：  

②各学校の運営を引き継いでおり、それぞれ基本のベースはおさえ

特色を出そうとしている。今後、学校と相談し同じような形で対

応できるようにしていく。  

③実際に移す段階になったら子ども子育て会議や各幼稚園保育園の

方々と協議を進めて竣工していきたいと思う。  

 

こども課長：  

④現在、国・県の補助を使い確保をおこなっているが、さらなる確

保に向けて取り組んでいきたい。  

 

町長：  ④人材確保が難しい環境。町でも施策を考えている。改善できるよ

う取り組んでいきたい。  

 

閉会    16： 00  
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